
3月4日(金)、連合主催の「気候変動対応とカーボンニュートラルの
実現に向けたヒアリング」に坂元副事務局長が出席し、産業を取り巻く
環境変化を踏まえ、航空連合の産業政策について意見を交換しました。
脱炭素に向けた動きが加速するなか、航空連合はあらゆる関係者との

連携を強化し、課題を深掘りし、提言の実現に取り組みます。
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左から）鈴木 経済・社会政策局次長、坂元 副事務局長（航空連合）、
片山 経済・社会政策局長、冨田 総合政策推進局長

航空連合 2021-2022産業政策提言「環境政策」
✈ 持続可能な航空燃料（SAF）の早期実用化に向けた取り組みを加速すべき。
✈ 空港やグランドハンドリング等、航空輸送に関わる業界全体での温室効果

ガス削減に向けた支援を強化すべき。
✈ 世界的に公平な経済的手法を構築し、制度導入にあたっては航空会社の負担

を極小化できるよう環境を整備すべき。
✈ SAFの利用促進に向けて、航空機燃料税の非課税化等を検討すべき。
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